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2th Gangnam Severance Single Topic Endoscopic Conference 

2014.10.11	 Seoul, South Korea 
招待講演： 
1) Yamaguchi N：講演 
 
22th United European Gastroenterology Week ( UEGW2014) 第 22回欧州消化器病週間 

2014.10.18-10.22 	 Michael Farthing  Vienna, Austria 
一般口演： 
1) Isomoto H, Yamaguchi N, Fukuda H,  Nakao K, Kobayashi S, Kanetaka K,  Sakai 

Y, Eguchi S, Kanai N, Ohki T, Yamato M, Okano T：PREVENTION OF POST-ESD 
ESOPHAGEAL 
STRICTURE USING ENDOSCOPIC TRANSPLANTATION OF 
TISSUE-ENGINEERED AUTOLOGOUS ORAL MUCOSAL EPITHELIAL CELL 
SHEETS IN THE END OF ROUND TRIP 

 
ポスター： 



1) Urabe S, Isomoto H, Maeda K, Ishida T, Fukuda Y, Chun CC, Takeshima F, Machida 
H, Nakao K, Tsukamoto K：Genetic polymorphism in TRAF3IP2 gene could be 
predictive factor of long-term effect of infliximab against Crohn’s disease. 

2) Akazawa Y, Isomoto H, Matsushima K, Matsuda K, Kido Y, Kanda T, Minami H,  
Yamaguchi N, Shiozawa K, Ohnita K, Nakao K, Takeshima F, Nakashima M：
TRANSPORTATION BETWEEN TOKYO AND NAGASAKI. 

 
65th American Association for the Study of Liver Diseases (AASLD) 第 65回米国肝臓学会 

2014.11.7-11.11  Adrian M. Di Bisceglie  BOSTON,MA 
ポスター： 
1) Takaki H, Akazawa Y, Miyaaki H, Miuma S, Taura N, Shibata H, Honda T, Kanda T, 

Kido Y, Nakao K：HCV infection increases JNK phosphorylation and accentuates 
hepatocyte lipoapoptosis. 

2) Miuma S, Ichikawa T, Miyaaki H, Taura N, Nakao K：Efficacy of protease inhibitor in 
combination with pegylated interferon and ribavirin to treat hepatitis C after living 
donor liver transplantation. 

3) Taura N, Miyaaki H, Nakao K：Clinical characteristics of hepatocellular carcinoma in 
elderly patients:A retrospective, multicenter study. 

 
European Society of Gastrointestinal Endoscopy（ESGE） 

2014.12.15-12.16	 Strasbourg, France 
招待： 
1) Minami H：Advanced Course in Interventional GI Endoscopy. 
 
ASGE JGES Masters Course in ESD with Optional POEM Add-on 

2015.2.27-3.1	 Chicago 
招待(Invited Faculty)： 
1) Minami H：junior instructor (Asian masters course). 
 
Asian Pacific Association for the Study of the Liver (APASL)	  
第 24回アジア太平洋肝臓学会議 

2015.3.12-3.15	 A kadir DOKMECI	 ISTANBUL 
ポスター： 
1) Taura N, Miyaaki H, Miuma S, Shibata H, Honda T, Nakao K：INSULIN 

RESISTANCE IS ASSOCIATED WITH ELEVATED SERUM 
ALPHA-FETOPROTEIN LEVELS IN PATIENTS WITH CHRONIC HEPATITIS C. 

 
 



国内学会 
 

第 111回 日本内科学会総会・講演会 

2014.4.11－4.13 伊藤 貞嘉	 東京 
ポスターセッション： 
1) 田浦直太、加藤有史、市川辰樹、中尾一彦：自然経過における HBs 抗原・HBs 抗体につい
ての検討. 

 
第 100回	 日本消化器病学会総会 

2014.4.23－4.26	 坂本 長逸	 東京 
ワ－クショップ： 
1) 南	 ひとみ、磯本	 一、中尾一彦：食道アカラシアに対する内視鏡的根治術“POEM”最近
の工夫を含めた我々の 60例の経験． 

2) 山口直之、磯本	 一、中尾一彦：食道 ESD後狭窄に対する治療戦略． 
 
パネルディスカッション： 
1) 山口直之、福田浩子、磯本	 一：抗血小板薬内服継続下 ESD の治療成績－PGA フェルト+
フィブリン糊被覆法を用いた新たな後出血予防対策－． 

 
シンポジウム： 
1) 赤澤祐子、磯本	 一、中尾一彦：H.pylori産生 VacAは小胞体ストレスによる Bim発現を介
して胃上皮細胞にアポト－シスを誘導する． 

2) 赤澤祐子、GoresGretory、中尾一彦：飽和脂肪酸による肝細胞アポト－シス～IAP蛋白が果
たす役割～． 

 
一般口演： 
1) 橋口慶一、竹島史直、中尾一彦、鬼塚康徳、谷川	 健、南	 ひとみ、松島加代子、赤澤祐子、
塩澤	 健、山口直之、大仁田	 賢、市川辰樹、磯本	 一：難治性逆流性食道炎に対するエソ

メプラゾ－ル有用性の前向き検討． 
2) 庄司寛之、磯本	 一、吉田	 亮、南	 ひとみ、神田	 努、卜部繁俊、松島加代子、竹島史直、
中尾一彦、井上晴洋：食道アカラシア患者の食道粘膜ではmicroRNA130a発現が亢進してい
る． 

3) 卜部繁俊、磯本	 一、神田	 努、松島加代子、平山壽哉、中尾一彦：胃体部胃粘膜において
microRNA135bの発現は低下している． 

 
ポスター： 
1) 末廣智之、影山富士人、松永絵里香、石田夏樹、太田和義、松浦	 愛、森	 泰希、住吉信一、



岩岡泰志、川村欣也、吉井重人、山田正美、田村浩章、池松禎人：腎細胞癌膵転移の 2例． 
2) 大仁田	 賢、橋口慶一、福田浩子、庄司寛之、卜部繁俊、松島加代子、南	 ひとみ、赤澤祐
子、山口直之、塩澤	 健、磯本	 一、竹島史直、中尾一彦：ダブルバル－ン内視鏡を用いた

小腸病変の治療、術後腸管の ERCPに関する検討． 
3) 田浦直太、市川辰樹、中尾一彦：他施設共同研究による進行肝癌の特徴についての検討． 
4) 猪熊孝実、長谷敦子、泉野浩生、山野修平、田島吾郎、平尾朋仁、山下和範、磯本	 一、竹
島史直、中尾一彦、田崎	 修：上部消化管出血に対する内視鏡治療の有用性と限界について

の検討． 
5) 東	 俊太朗、塩田純也、成田翔平、荻原久美、村田朋哉、後藤高介、西山	 仁：下血を伴っ
た Edwardsiella tarda腸炎の一例． 

 
第 103回	 日本病理学会総会 

2014.4.24－4.26	 安井 弥	 広島 
 
一般口演： 
1) 松田勝也、和田英雄、大坪竜太、赤澤祐子、三浦史郎、吉浦孝一郎、伊東正博、中島正洋：
多臓器神経内分泌腫瘍における腫瘍抑制遺伝子 PTENの分子異常． 

 
ポスター： 
1) 三浦史郎、近藤久義、松田勝也、大坪竜太、和田英雄、松山睦美、七條和子、赤澤祐子、林	
徳眞吉、関根一郎、中島正洋：原爆被爆者正常皮膚にみられる放射線晩発障害としてのゲノ

ム不安定性解析． 
 
第 54回	 日本呼吸器学会学術講演会 

2014.4.25－4.27	 河野 修興	 大阪 
ミニシンポジウム： 
1) 中島章太、角川智之、朝長正臣、原田達彦、原	 信太郎、坂本憲穂、中野政之、石松祐二、
磯本	 一、倉園久生、平山壽哉、河野	 茂：Helicobacter pylori VacAの肺内同定とその気
道上皮細胞への作用． 

 
第 24回	 日本臨床工学会 

2014.5.10-5.11	 谷	 泰寛	 仙台 
一般口演： 
1) 谷	 泰寛、林	 誠、岳下玄征、隈	 治規、山木洋一、磯本	 一、南 ひとみ：当院における

Per-oral endoscopic myotomyに対する臨床工学技士の役割と今後の課題. 
 
第 87回	 日本消化器内視鏡学会総会 

2014.5.15－5.17	 田中 雅夫	 福岡 



パネルディスカッション： 
1) 黨	 和夫、竹下浩明、磯本	 一：当院における大腸カルチノイドの治療成績．ESD,TEMお
よび開腹手術の比較検討． 

 
ワ－クショップ： 
1) 大仁田	 賢、磯本	 一、中尾一彦：超高齢者の早期胃癌に対する内視鏡治療－ESDと PDT
を中心に－． 

2) 磯本	 一、山口直之、中尾一彦：食道 ESD後狭窄に対する治療戦略． 
3) 庄司寛之、磯本	 一、中尾一彦	 ：食道アカラシア患者の食道粘膜においてmicroRNA130a
発現は亢進する． 

 
一般口演： 
1) 卜部繁俊、南	 ひとみ、井山玲奈、木下梨華子、福田浩子、庄司寛之、橋口慶一、松島加代
子、赤澤祐子、塩澤	 健、山口直之、大仁田	 賢、磯本	 一、竹島史直、中尾一彦：当科に

おける新たな食道アカラシア根治術（POEM）最近の手技の工夫． 
2) 今村祥子、磯本	 一、市川辰樹、竹島史直、中尾一彦、柳	 謙二、井上健一郎、山崎和文：
検診者における睡眠呼吸障害と逆流性食道炎の関連性の検討． 

3) 井山玲奈、南	 ひとみ、卜部繁俊、木下梨華子、福田浩子、庄司寛之、橋口慶一、松島加代
子、赤澤祐子、塩澤	 健、山口直之、大仁田	 賢、磯本	 一、竹島史直、中尾一彦：当科に

おける食道アカラシアに対する食道筋層切開術（POEM）症例の現状． 
4) 橋口慶一、竹島史直、福田浩子、卜部繁俊、庄司寛之、南	 ひとみ、松島加代子、赤澤祐子、
塩澤	 健、山口直之、大仁田	 賢、市川辰樹、磯本	 一、中尾一彦：憩室性大腸炎の臨床病

理学的特徴についての検討． 
5) 山口直之、福田浩子、磯本	 一、中尾一彦：抗血小板薬内服継続下 ESDの治療成績－PGA
フェルト+フィブリン糊被覆法を用いた新たな後出血予防対策－． 

 
ポスター： 
1) 吉井重人、松永英里香、石田夏樹、太田和義、松浦	 愛、末廣智之、森	 泰希、住吉信一、
岩岡泰志、川村欣也、影山富士人：骨髄位形成症候群に発症した難治性腸管型ベ－チェット

病に対し臍帯血移植を施行した 1例． 
2) 住吉信一、影山富士人、吉井重人、川村欣也、岩岡泰志、末廣智之、森	 泰希、松浦	 愛、
太田和義、石田夏樹、松永英里香、金岡	 繁：肺小細胞癌膵転移の 1例． 

3) 松島加代子、磯本	 一、東	 俊太朗、塩田純也、植原亮平、中山敏幸、林	 徳眞吉、南	 ひ
とみ、石居公之、赤澤祐子、山口直之、大仁田	 賢、竹島史直、浜田久之、中尾一彦：潰瘍

性大腸炎の再燃予後予測における拡大内視鏡観察の有用性． 
4) 岩岡泰志、影山富士人、松永英里香、石田夏樹、太田和義、松浦	 愛、末廣智之、森	 泰希、
住吉信一、川村欣也、吉井重人、金岡	 繁、山田正美、田村浩章、西脇由朗：十二指腸副乳

頭部神経内分泌腫瘍の 1例． 



 
International Symposium(第 87回	 日本消化器内視鏡学会総会) 

2014.5.15－5.17	 Haruhiro Inoue	 福岡 
インターナショナルシンポジウム： 
1) Minami H, Inoue H, Nakao K：In vivo evaluation of living cells in the esophagus 

"Endocytoscopic histology" 
 
第 4回	 肥満と消化器疾患研究会 

2014.5.28	 坂井田 功	 東京 
シンポジウム： 
1) 宮明寿光、柴田英貴、本田琢也、赤澤祐子、三馬	 聡、田浦直太、市川辰樹、中尾一彦：複
数回の肝生検にて評価しえたNAFLD（非アルコ－ル性脂肪性肝障害）の検討～短期間 Diet
治療の効果～． 

 
第 50回	 日本肝臓学会総会 

2014.5.29－5.30	 泉 並木	 東京 
パネルディスカッション： 
1) 宮明寿光、市川辰樹、中尾一彦：NAFLDの組織像と糖代謝異常の関係について． 
 
ワ－クショップ： 
1) 小森敦正、釘山有希、塩田純也、宮副由梨、戸次鎮宗、佐々木	 龍、橋元	 悟、佐伯	 哲、
長岡進矢、阿比留正剛、山崎一美、相葉佳洋、中村	 稔、伊藤正博、八橋	 弘：原発性胆汁

性肝硬変の治療導入後早期反応による肝発癌の予測と限界． 
2) 釘山有希、山崎一美、阿比留正剛、小森敦正、長岡進矢、佐伯	 哲、橋元	 悟、戸次鎮宗、
佐々木	 龍、宮副由梨、塩田純也、八橋	 弘：肝硬変・慢性肝不全の病態進展と生命予後． 

3) 三馬	 聡、市川辰樹、原口雅史、高木裕子、高原郁子、妹尾健正、本田琢也、柴田英貴、宮
明寿光、田浦直太、曽山明彦、日高匡章、高槻光寿、江口	 晋、中尾一彦：肝移植後 C型肝
炎再燃に対するテラプレビル 3剤併用療法の治療成績． 

4) 山崎一美、阿比留正剛、小森敦正、長岡進矢、佐々木	 龍、佐伯	 哲、橋元	 悟、戸次鎮宗、
宮副由梨、釘山有希、塩田純也、久野	 敦、成松	 久、八橋	 弘：新規糖鎖マーカーWFA（+）
－M2BP値は肝発癌リスクを予測する． 

 
一般口演： 
1) 市川辰樹、鬼塚康徳、古川隆二、大畑一幸、深堀愛子、田浦直太、宮明寿光、三馬	 聡、柴
田英貴、本田琢也、中尾一彦：糖尿病合併肝疾患に対するアログリプチン投与の意義． 

2) 橋元	 悟、中尾瑠美子、塩田純也、釘山有希、宮副由梨、佐々木	 龍、戸次鎮宗、佐伯	 哲、
長岡進矢、阿比留正剛、山崎一美、小森敦正、八橋	 弘：C型慢性肝疾患に対するプロテア
－ゼ阻害薬を含めた 3剤併用療法の治療開始後 1週までの HCV－RNA減衰の検討． 



3) 塩田純也、長岡進矢、釘山有希、佐々木	 龍、戸次鎮宗、宮副由梨、橋元	 悟、佐伯	 哲、
阿比留正剛、山崎一美、小森敦正、八橋	 弘：ラミブジン+アデホビル併用療法における腎機
能障害についての検討． 

4) 赤澤祐子、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、市川辰樹、GregoryGores、中尾一彦：飽和脂肪
酸は Cellular inhibitor of apop－tosis proteinsの degradationにより DR5を介した
lipotoxicityを増強する． 

5) 白木	 亮、華井竜徳、白石光一、是永匡紹、井手康史、水田敏彦、遠藤龍人、坂井良行、斎
藤正紀、播磨夕美子、山崎隆弘、鈴木壱知、伊藤	 実、川口	 巧、田浦直太、市川辰樹、岩

佐元雄、坂井田	 巧、森脇久隆、鈴木一幸：C型慢性肝疾患患者における糖代謝異常につい
ての検討． 
 

ポスター： 
1) 森内拓治、上原由莉、馬場みなみ、加茂泰広、森永芳智、田浦直太、市川辰樹、柳原克紀、
中尾一彦：Portal vein congestion index (PCI) を用いた肝腺維化評価の検討． 

 
第 50回	 日本肝臓学会前期教育講演会 

2014. 5.30	 泉 並木	 東京 
教育講演： 
1) 中尾一彦：肝癌の内科的治療． 
 
第 50回	 日本肝癌研究会 

2014.6.5－6.6	 工藤 正俊	 京都 
検討会： 
1) 宮明寿光、市川辰樹、田浦直太、三馬	 聡、柴田英貴、本田琢也、中尾一彦、曽山明彦、日
高匡章、高槻光寿、奥平定之、江口	 晋、林	 徳眞吉、福岡順也、中島	 収：問題症例検討

会 6	 治療 3 
 
一般口演： 
1) 田浦直太、市川辰樹、宮明寿光、三馬	 聡、柴田英貴、本田琢也、林	 靖之、山崎拓也、江
川亜希子、中村太祐、中尾一彦：肝癌症例における定位放射線療法の治療効果についての検

討． 
 
第 10回	 日本肝がん分子標的治療研究会 

2014.6.21	 大﨑 住夫	 兵庫 
ポスターセッション： 
1) 本田琢也、田浦直太、柴田英貴、三馬	 聡、宮明寿光、市川辰樹、中尾一彦：ソラフェニブ
治療におけるバイオマ－カ－の検討． 

 



第 20回	 日本ヘリコバクタ－学会学術集会 
2014.6.28－6.29	 髙橋 信一	 東京 

パネルディスカッション： 
1) 大仁田	 賢、磯本	 一、福田大輔、本田徹郎：内視鏡的な幽門輪の開大所見とH.pylori感染
の関連性． 

 
第 32回日本肝移植研究会 

2014.7.3－7.4 	 川崎 誠治 東京 
一般演題： 
1) 徳満純一、原口雅史、木下梨華子、園田悠紀、高木裕子、藤富真吾、内田信二郎、加茂泰広、
吉村映美、柴田英貴、三馬	 聡、田浦直太、市川辰樹、中尾一彦、日高匡章、高槻光寿、江

口	 晋、猪口	 薫：特発性血小板減少性紫斑病を急性発症した C型肝硬変症例に対し生体肝
移植を施行した 1例． 

2) 三馬	 聡、市川辰樹、宮明寿光、田浦直太、曽山明彦、日高匡章、高槻光寿、江口	 晋、中
尾一彦：肝移植後 C型肝炎再燃に対する Teraprevir、Simeprevir3剤併用療法の治療成績． 

 
第 1回	 肝臓と糖尿病・代謝研究会 

2014.7.4	 小池 和彦	 東京 
ポスター： 
1) 木下梨華子、田浦直太、柴田英貴、本田琢也、三馬	 聡、宮明寿光、市川辰樹、中尾一彦：

C型慢性肝疾患における AFPと糖代謝についての検討． 
2) 市川辰樹、田浦直太、宮明寿光、三馬	 聡、柴田英貴、本田琢也、中尾一彦：肝性糖尿病に
おけるインスリンの分泌能の検討. 

3) 宮明寿光、市川辰樹、田浦直太、三馬	 聡、柴田英貴、本田琢也、中尾一彦：NAFLDの組
織像と糖代謝異常の関連について． 

4) 田浦直太、市川辰樹、宮明寿光、中尾一彦：糖尿病と C型肝炎ウイルス関連肝癌についての
検討． 

 
第 16回	 肝移植病理検討会 

2014.7.4	 伊藤 久雄	 東京 
一般口演： 
1) 奥平定之、釘山統太、村岡いづみ、曽山明彦、日高匡章、高槻光寿、田浦直太、宮明寿光、
市川辰樹、安倍邦子、林	 徳眞吉、福岡順也、中尾一彦、江口	 晋：C型肝硬変・幹細胞癌
に対して生体肝移植を行い術後早期の黄疸の鑑別診断に難渋した 1例． 

 
第 97回	 日本消化器内視鏡学会九州支部例会 

2014.7.4－7.5	 八尾 建史	 福岡 
シンポジウム： 



1) 南	 ひとみ、卜部繁俊、磯本	 一、山口直之、松島加代子、赤澤祐子、大仁田	 賢、竹島史
直、中尾一彦：食道アカラシアの新たな内視鏡所見“Pinstripe pattern”についての検討． 

2) 福田浩子、山口直之、松島加代子、南	 ひとみ、赤澤祐子、大仁田	 賢、磯本	 一、竹島史
直、宿輪三郎、中尾一彦：抗血小板薬内服継続下 ESDの治療成績－PGAフェルト+フィブリ
ン糊被覆法を用いた新たな後出血予防対策－． 

3) 荻原久美、山口直之、磯本	 一、大仁田	 賢、宿輪三郎、中尾一彦、小林慎一郎、金高賢悟、
江口	 晋、金井信雄、大木	 岳、大和雅之、岡野光夫：食道 ESD後狭窄に対する治療戦略－
細胞シ－ト移植の中間報告も含めて－． 

 
ワ－クショップ： 
1) 小澤栄介、山尾拓史、岩津伸一、中村	 裕、中鋪	 卓、吉田	 亮、吉川大介、中尾一彦：当
院における急性胆管炎・胆嚢炎に対する緊急胆道内視鏡治療の現状． 

 
一般演題： 
1) 北山	 素、森崎智仁、大石敬之、行元崇浩、磯田広史、白石良介、有尾啓介、網田誠司、大
仁田	 賢、中尾一彦：当院における悪性十二指腸狭窄に対する十二指腸・胆管 Double	
stentingの経験． 

2) 大石敬之、森崎智仁、北山	 素、行元崇浩、磯田広史、白石良介、有尾啓介、網田誠司、大
仁田	 賢、中尾一彦：胆管炎を繰り返す胆管空腸吻合高度狭窄症例に対しシングルバル－ン

内視鏡を用いた治療が奏功した一例． 
 
専修医発表： 
1) 塩田純也、佐伯	 哲、釘山有希、宮副由梨、佐々木	 龍、戸次鎮宗、橋元	 悟、長岡進矢、
阿比留正剛、山崎一美、小森敦正、八橋	 弘：EUSで診断し得た膵管内微小腫瘍の一例． 
 

研修医発表： 
1) 林	 康平、卜部繁俊、南	 ひとみ、井山玲奈、木下梨華子、松本耕輔、福田浩子、庄司寛之、
橋口慶一、松島加代子、赤澤祐子、塩澤	 健、山口直之、大仁田	 賢、磯本	 一、竹島史直、

中尾一彦：喘息を合併した食道アカラシアの一例． 
 
第 103回	 日本消化器病学会九州支部例会 

2014.7.4－7.5	 光山 慶一	 福岡 
シンポジウム： 
1) 赤澤祐子、高原郁子、城戸洋子、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、大仁田	 賢、磯本	 一、
竹島史直、中島正洋、中尾一彦：脂肪酸誘導アポト－シスの抑制－NASH治療への応用を目
指した基礎研究－． 

2) 橋口慶一、竹島史直、赤澤祐子、山口直之、大仁田	 賢、磯本	 一、中尾一彦、植原亮平、
大場一生、法村大輔、町田治久、山川正規、三根祥一郎：便中ラクトフェリン測定の有用性



－潰瘍性大腸炎に対する顆粒球除去療法における検討－． 
3) 大仁田	 賢、藤田文彦、森田	 道、竹下浩明、澤井照光、林	 徳眞吉、入江準二、山口直之、
磯本	 一、竹島史直、中尾一彦：当院における IBD関連腫瘍の臨床的検討. 

 
ワ－クショップ： 
1) 森崎智仁、大石敬之、北山	 素、行元崇浩、磯田広史、白石良介、有尾啓介、網田誠司、大
仁田	 賢、中尾一彦：当院における急性胆嚢炎に対する内科的初期治療法の選択と治療成績

に関する検討． 
2) 本田琢也、原口雅史、高木裕子、高原郁子、加茂泰広、妹尾健正、吉村映美、柴田英貴、三
馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、大仁田	 賢、市川辰樹、磯本	 一、竹島史直、芦澤和人、中

尾一彦：肝細胞癌治療における分子標的治療開発の現状とバイオマ－カ－の可能性． 
 

一般演題： 
1) 山島美緒、赤司太郎、本吉康英、赤星	 浩、池田幸紀、福田康弘、妹尾健正、市川辰樹、中
尾一彦：マラスムスによる重症肝障害と肝萎縮に対し、栄養療法が有効であった一例． 

 
研修医発表： 
1) 伊藤達弘、卜部繁俊、木下直江、井山玲奈、木下梨華子、松本耕輔、福田浩子、庄司寛之、
橋口慶一、南	 ひとみ、松島加代子、赤澤祐子、塩澤	 健、山口直之、大仁田	 賢、磯本	 一、

竹島史直、中尾一彦：消化管出血を契機に発見されたガストリノ－マの一例． 
2) 富田祐亮、佐々木	 龍、橋元	 悟、釘山有希、塩田純也、宮副由梨、戸次鎮宗、佐伯	 哲、
長岡進矢、阿比留正剛、山崎一美、小森敦正、八橋	 弘、森脇裕司、黒濱大和、伊藤正博：

急性膵炎を契機に診断された膵頭部mantle cell lymphomaの 1例． 
3) 片山宏己、庄司寛之、赤澤祐子、竹島史直、中尾一彦、野田さわこ、白石剛士、朝比奈	 泉、
安倍邦子、田畑和宏、福岡順也、藤田修一、池田	 通：潰瘍性大腸炎に合併した増殖性化膿

性口内炎に対してアダリムマブが奏功した 1例． 
4) 石丸忠賢、佐々木	 龍、釘山有希、塩田純也、宮副由梨、戸次鎮宗、橋元	 悟、佐伯	 哲、
長岡進矢、阿比留正剛、山崎一美、小森敦正、八橋	 弘、黒濱大和、伊藤正博：UFTの関与
が疑われた急性肝不全の一例. 

5) 秋山郁人、原口雅史、井山玲奈、高木裕子、高原郁子、加茂泰広、吉村映美、柴田英貴、本
田琢也、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、市川辰樹、中尾一彦：ペースメーカー植え込み症

例に対するバイポ－ラ RFAを施行した原発性肝癌の 1例． 
6) 須山隆之、原口雅史、秋山郁人、吉村映美、井山玲奈、高木裕子、高原郁子、加茂泰広、柴
田英貴、本田琢也、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、市川辰樹、磯本	 一、竹島史直、中尾

一彦、大畑一幸：蝶形骨洞転移のため顔面神経麻痺を呈した肝細胞癌の 1例． 
7) 西牟田雅人、中鋪	 卓、岡村卓真、岩津伸一、中村	 裕、吉田	 亮、吉川大介、小澤栄介、
山尾拓史、角田順久、岩崎啓介、中尾一彦：術後 17年目に多発肝転移を認めた膵内分泌腫瘍
の 1例． 



8) 藤田拓郎、高原郁子、井山玲奈、原口雅史、高木裕子、加茂泰広、吉村映美、柴田英貴、本
田琢也、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、市川辰樹、中尾一彦：肝外門脈閉塞に伴う脈管異

常にて胆管炎を発症した一例． 
 
第 306回	 日本内科学会九州地方会 

2014.8.23	 乾 明夫	 鹿児島 
一般演題: 
1) 三根祥一郎、大谷正史、加藤浩之、山崎和文、竹島史直、中尾一彦：メサラジンによる薬剤
性間質性腎炎の 1例． 

 
第 52回	 日本癌治療学会学術集会 

2014.8.28－8.30	 竹之下 誠一	 横浜 
シンポジウム： 
1) 山口直之、 磯本	 一、 福田浩子、 南	 ひとみ、 大仁田	 賢、 宿輪三郎、 中尾一彦、 小
林慎一郎、 金高賢悟、 江口	 晋、 金井信雄、 大木	 岳、 大和雅之、 岡野光夫：食道 ESD
後狭窄に対する治療戦略． 

 
第 50回	 日本移植学会総会 

2014.9.10－9.12	 島津	 元秀	 東京 
ワ－クショップ： 
1) 三馬	 聡、市川辰樹、宮明寿光、曽山明彦、日高匡章、高槻光寿、江口	 晋、中尾一彦：肝
移植後 C型肝炎再燃に対する 3剤併用インタ－フェロン療法の治療成績． 

 
一般口演： 
1) 宮明寿光、市川辰樹、田浦直太、三馬	 聡、柴田英貴、本田琢也、曽山明彦、日高匡章、高
槻光寿、江口	 晋、中尾一彦：当院での肝移植における内科医の役割． 

 
第 50回	 日本胆道学会学術集会 

2014.9.26－9.27	 五十嵐 良典	 東京 
シンポジウム： 
1) 山尾拓史、大仁田	 賢	 中尾一彦：乳頭部腫瘍の診断と治療 当科における内視鏡的乳頭部切
除術の治療成績と問題点． 

 
ポスター： 
1) 森崎智仁、大仁田	 賢、中尾一彦：当院における急性胆嚢炎に対する内科的初期治療に関す
る検討～Grade2以上で PTGBAは第一選択になり得るか？～． 

 
第 18回	 日本肝臓学会大会 



2014.10.23－10.24	 福井 博	 神戸 
ワ－クショップ： 
1) 市川辰樹、江口	 晋、中尾一彦：どのような糖尿病が肝硬変の予後を悪化させるか？ 

 
デジタルポスターセッション： 
1) 本田琢也、原口雅史、高木裕子、高原郁子、加茂泰広、妹尾健正、吉村映美、柴田英貴、三
馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、大仁田	 賢、市川辰樹、磯本	 一、竹島史直、芦澤和人、中

尾一彦：当科におけるソラフェ二ブ後の予後の検討． 
2) 田浦直太、市川辰樹、中尾一彦：糖尿病と非Ｂ非Ｃ肝癌についての検討． 
3) 森内拓治、加茂泰広、森永芳智、宮明寿光、市川辰樹、田浦直太、柳原克紀、中尾一彦：Portal 

vein congestion index （PCI）を用いた肝線維化評価の検討． 
 
第 88回	 日本消化器内視鏡学会総会 

2014.10.23－10.26	 屋嘉比 康治	 神戸 
シンポジウム： 
1) 赤澤祐子、磯本	 一、中島正洋：H.pylori感染における BH3－only蛋白 Bimの役割． 
2) 妹尾健正、磯本	 一、中尾一彦：5－アミノレブリン酸を用いた新たなレーザー光線力学的診
断の有用性についての検討． 
 

サテライトシンポジウム： 
1) 磯本	 一：トピックス/BLI(Blue LASER Imaging)診断の今後の展望	 上部消化器内視鏡診
断における BLIの有用性． 

 
パネルディスカッション： 
1) 福田浩子、山口直之、磯本	 一：抗血小板薬内服継続下 ESDの治療成績－PGAフェルト+
フィブリン糊被覆法を用いた新たな後出血予防対策－． 

2) 南	 ひとみ、磯本	 一、中尾一彦：POEMにおける手術困難要因についての検討． 
 
ポスター： 
1) 小澤栄介、山尾拓史、岩津伸一、中村	 裕、中鋪	 卓、吉田	 亮、吉川大介、大仁田	 賢、
中尾一彦：慢性膵炎に対する内視鏡的膵管ステント留置術の現状と成績． 

2) 森崎智仁、大石敬之、北山	 素、行元崇浩、磯田広史、白石良介、有尾啓介、網田誠司、中
尾一彦：当院における悪性胃十二指腸狭窄に対するMetallic Stentによる治療経験～十二指
腸・胆管 Double stentingも含めて～． 

3) 岩岡泰志、石田夏樹、木次健介、松永英里香、太田和義、松浦	 愛、末廣智之、森	 泰希、
住吉信一、川村欣也、吉井重人、影山富士人、金岡	 繁：胃瘻造設患者における細径内視鏡

を用いた経胃瘻的アプロ－チによる緊急処置の経験－PEG－jejunostomy（PEG－J）および
イレウス管留置への応用－． 



 
第 56回	 日本消化器病学会大会 

2014.10.23－10.26	 三浦 総一郎	 神戸 
パネルディスカッション： 
1) 赤澤祐子、磯本	 一、中島正洋：H.pylori感染における BH3－only蛋白 Bimの役割． 
2) 福田浩子、山口直之、磯本	 一：抗血小板薬内服継続下 ESDの治療成績－PGAフェルト+
フィブリン糊被覆法を用いた新たな後出血予防対策－． 

3) 南	 ひとみ、磯本	 一、中尾一彦：POEMにおける手術困難要因についての検討． 
 
ワ－クショップ： 
1) 市川辰樹、江口	 晋、中尾一彦：どのような糖尿病が肝硬変の予後を悪化させるか？ 
 
THE 6th BUSAN－KYUSHU GI ENDOSCOPY SYMPOSIUM 2014（KBGIES） 

2014.11.5	 Osamu Tsuruta	 大分 
シンポジウム： 
1) Yamaguchi N, Isomoto H, Ohnita K, Minami H, Matsushima K, Akazawa Y, Nishiyama 

H, Takeshima F, Shikuwa S, Nakao K. The course of post－procedural stricture and the 
long－term prognosis in patients with superficial esophageal squamous cell carcinoma 
who underwent ESD in our department. 

 
日本臨床検査医学会学術集会 

2014.11.22-11.25	 康 東天	 福岡 
追加演題： 
1) 森内拓治、馬場みなみ、加茂泰広、森永芳智、田浦直太、市川辰樹、中尾一彦、柳原克紀．

Portal vein congestion index （PCI）を用いた肝線維化評価の検討． 
 

第 307回	 日本内科学会九州地方会 
2014.11.23	 柴田 洋孝	 別府 

一般演題： 
1) 田中達士、末廣智之、卜部繁俊、柴田英貴、赤澤祐子、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、竹
島史直、中尾一彦：肺動脈血栓症の加療中に発症した Cronkhite－Canada症候群の 1例． 

 
第 40回	 日本肝臓学会東部会 

2014.11.27－11.28	 渡辺 純夫	 東京 
パネルディスカッション： 
1) 田浦直太、山崎拓也、中尾一彦：肝癌症例における定位放射線療法の治療効果についての検
討． 

2) 三馬	 聡、宮明寿光、中尾一彦：肝移植後 C型肝炎再燃に対する 3剤併用インタ－フェロン



療法の治療成績． 
 
ポスター： 
1) 中鋪	 卓、田浦直太、柴田英貴、本田琢也、三馬	 聡、宮明寿光、中尾一彦：HBs抗体、HBc
抗体陽性率についての検討． 

 
第 35回	 日本レーザー医学総会 

2014.11.29－11.30	 渡辺 晋一	 東京 
シンポジウム： 
1) 磯本	 一、 妹尾健正、 大仁田	 賢、山口直之、南	 ひとみ、中尾一彦、國崎真己、日高重
和、七島篤志、永安	 武：アミノレブリン酸を用いた新たなレーザー光線力学的診断(LPDD)
の有用性についての検討． 

 
第 98回	 日本消化器内視鏡学会九州支部例会 

2014.12.5－12.6	 村上 和成	 大分 
シンポジウム： 
1) 柿ヶ尾佳奈、山口直之、磯本	 一、大仁田	 賢、宿輪三郎、中尾一彦、小林慎一朗、金高賢
梧、江口	 晋、金井信雄、大木岳志、大和雅之、岡野光夫：食道 ESD後狭窄に対する治療戦
略． 

2) 福田浩子、山口直之、松島加代子、南	 ひとみ、赤澤祐子、大仁田	 賢、磯本	 一、竹島史
直、宿輪三郎、中尾一彦：抗血小板薬内服継続下及び抗凝固薬・ヘパリン置換法下 ESDの治
療成績－PGAフェルト+フィブリン糊被覆法を用いた新たな後出血予防対策－． 

 
ワ－クショップ： 
1) 庄司寛之、大仁田	 賢、石居公之、松島加代子、南	 ひとみ、赤澤祐子、山口直之、塩澤	 健、
磯本	 一、竹島史直、中尾一彦：当科における膵仮性嚢胞に対する EUSガイド下治療の現状． 

 
専修医発表： 
1) 森	 智崇、庄司寛之、大仁田	 賢、石居公之、松島加代子、南	 ひとみ、赤澤祐子、山口直
之、塩澤	 健、磯本	 一、竹島史直、中尾一彦：壊死性膵炎に続発したWalled－off necrosis
（WON）に対し内視鏡的ネクロセクトミ－が著効した 1例． 

2) 山本浩之、南	 ひとみ、卜部繁俊、石居公之、松島加代子、塩澤	 健、赤澤祐子、山口直之、
大仁田	 賢、磯本	 一、竹島史直、中尾一彦：魚骨による食道穿孔を契機に食道アカラシア

の診断に至り内視鏡的食道筋層切開術（POEM）施行した例． 
 
研修医発表： 
1) 石橋可奈子、卜部繁俊、山口直之、松島加代子、荻原久美、森	 智崇、田中久也、山本浩之、
川崎寛子、福田浩子、庄司寛之、石居公之、南	 ひとみ、赤澤祐子、塩澤	 健、大仁田	 賢、



磯本	 一、竹島史直、中尾一彦、木下直江、田畑和宏：Plummer－Vinson症候群に発生し
た全周性表在型食道癌を内視鏡的に治療切除し得た一例． 

2) 橋本慎太郎、原口雅史、安倍邦子、川崎寛子、荻原久美、柿ヶ尾佳奈、福田浩子、卜部繁俊、
庄司寛之、石居公之、松島加代子、南	 ひとみ、赤澤祐子、塩澤	 健、山口直之、大仁田	 賢、

磯本	 一、竹島史直、中尾一彦：ダブルバル－ン内視鏡検査により GISTと診断し得た小腸
腫瘍の 1例． 

 
第 104回	 日本消化器病学会九州支部例会 

2014.12.5－12.6	 有田 毅	 大分 
シンポジウム： 
1) 三馬	 聡、宮明寿光、柴田英貴、田浦直太、中尾一彦：肝移植後 C型肝炎再燃に対する 3剤
併用インタ－フェロン療法の治療成績． 

 
ワ－クショップ： 
1) 荻原久美、竹島史直、石居公之、南	 ひとみ、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、大仁田	 賢、
磯本	 一、中尾一彦、東	 俊太郎、小田英俊、吉川大介：難治性潰瘍性大腸炎に対する治療

選択とその有効性の検討． 
2) 宮明寿光、田浦直太、三馬	 聡、柴田英貴、本田琢也、市川辰樹、中尾一彦：NAFLDの組
織像と糖代謝異常の検討～インスリン抵抗性を中心に～． 

一般演題： 
1) 山道	 忍、中鋪	 卓、妹尾健正、柴田英貴、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、中尾一彦、足
立智彦、北里	 周、黒木	 保、江口	 晋、安倍邦子、福岡順也：血中 IgG4著明高値と全周
性胆管壁肥厚を示し画像上良性疾患との鑑別に苦慮した膵頭部癌の一例． 

2) 今村祥子、森崎智仁、澤瀬寛典、堂込明子、行元崇浩、小平俊一、樋口	 徹、有尾啓介、網
田誠司、中尾一彦：当科における切除不能膵癌に対する FOLFIRINOX療法の使用経験． 

 
専修医発表： 
1) 荒木智徳、大谷正史、加藤浩之、竹島史直、中尾一彦、島	 正義：炎症性ポリポ－シスを合
併した憩室性大腸炎の 1例． 

2) 川崎寛子、卜部繁俊、石丸英樹、森	 智崇、田中久也、柿ヶ尾佳奈、荻原久美、原口雅史、
福田浩子、庄司寛之、石居公之、南	 ひとみ、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、塩澤	 健、

大仁田	 賢、磯本	 一、竹島史直、中尾一彦：下腸間膜動静脈シャントによる虚血性腸炎に

対し経皮的血管塞栓術が著効した一例． 
3) 中尾康彦、吉川大介、岡村卓真、福島真典、吉田	 亮、小澤栄介、山尾拓史、大仁田	 賢、
中尾一彦：内視鏡的に切除し得た十二指腸乳頭部 adenomyomatous hyperplasiaの 2例． 

4) 一瀬仁美、時村郁子、柴田英貴、本田琢也、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、市川辰樹、中
尾一彦、曽山明彦、足立智彦、北里	 周、日高匡章、高槻光寿、江口	 晋、安倍邦子、奥平

定之、福岡順也：肝外門脈狭窄症に対し生体肝移植を行った 1例． 



 
研修医発表： 
1) 森田修平、末廣智之、田中わかな、桑原	 愛、一瀬仁美、原口雅史、宮副由梨、山道	 忍、
高木裕子、時村郁子、中鋪	 卓、妹尾健正、柴田英貴、本田琢也、三馬	 聡、宮明寿光、田

浦直太、中尾一彦、加茂泰広、阿保貴章、木下直江：IgG4関連硬化性胆嚢炎の 1例． 
2) 大山かほり、吉田	 亮、岡村卓真、中尾康彦、福島真典、吉川大介、小澤栄介、山尾拓史、
大仁田	 賢、磯本	 一、竹島史直、中尾一彦：黒色粘膜を呈した急性壊死性食道炎の一例． 

3) 小嶋翔子、宮副由梨、一瀬仁美、高木裕子、時村郁子、本田琢也、柴田英貴、三馬	 聡、宮
明寿光、田浦直太、中尾一彦、末吉英純、坂本一郎、峯	 聡美、田中伴典、日浦ゆかり：眼

球脈絡膜原発悪性黒色腫の多発肝転移に対し血管塞栓用ビ－ズを用い肝動脈塞栓療法を施行

した 1症例． 
4) 福嶋理知、吉川大介、中尾康彦、岡村卓真、福島真典、吉田	 亮、小澤栄介、山尾拓史、竹
島史直、磯本	 一、中尾一彦：門脈ガスと直腸に限局した腸管気腫を呈した潰瘍性大腸炎の

1例． 
5) 梅根隆介、妹尾健正、磯本	 一、竹島史直、中尾一彦：妊婦に発症した腸管出血性大腸菌腸
炎の一例． 

6) 村田和樹、松崎寿久、永松雅郎、松本耕輔、加茂泰広、小田英俊、木下	 昇、磯本	 一、竹
島史直、中尾一彦：腹腔静脈シャント造設が有効であった重症型アルコ－ル性肝炎後の難治

性腹水の 1例． 
7) 伊藤達弘、松崎寿久、永松雅朗、松本耕輔、加茂泰広、小田英俊、木下	 昇、磯本	 一、竹
島史直、中尾一彦：内視鏡的ネクロセクトミ－を含む Dual modality drainageにより救命で
きた重症急性膵炎後感染性膵壊死の 1例． 

 
第 34回	 アルコール医学生物学研究会学術集会	  

2015.1.23-1.24	 竹井 謙之	 三重	  
シンポジウム： 
1) 中尾一彦、赤澤祐子、宮明寿光：NASHと脂肪毒性、miR-122について． 
 
第 28回	 日本消化器内視鏡学会九州セミナー 

2015.1.25	 中尾 一彦	 福岡	  
一般口演： 
1) 山口直之：食道表在癌に対する治療戦略． 
 
第 11回	 日本消化管学会総会学術集会 

2015.2.13-2.14	 田尻 久雄	 東京	  
コアシンポジウム： 
1) 庄司寛之、竹島史直、松島加代子、南	 ひとみ、石居公之、赤澤祐子、山口直之、大仁田	 賢、
磯本	 一、中尾一彦、吉川大介、東	 俊太朗、森崎智仁、池田真帆、山崎和文：再燃リスク



ファクターを有する術後クローン病に対するアダリムマブの有効性の検討． 
 

ワークショップ： 
1) 松島加代子、磯本	 一、石居公之、南	 ひとみ、赤澤祐子、山口直之、大仁田	 賢、竹島史
直、田畑和宏、福岡順也、中島正洋、中尾一彦：炎症性腸疾患における回腸末端内視鏡観察

の意義． 
2) 大仁田	 賢、磯本	 一、山口直之、竹島史直、中尾一彦、福岡順也：十二指腸上皮性腫瘍に
おける内視鏡診断―NBI拡大観察を含む―． 

 
ESDフォーラム： 
1) 山口直之、福田浩子、磯本	 一、南	 ひとみ、松島加代子、赤澤祐子、大仁田	 賢、竹島史
直、宿輪三郎、中尾一彦：抗血小板薬内服継続下及び抗凝固薬・ヘパリン置換法下大腸 ESD
の治療成績 PGAフェルト+フィブリン糊被覆法を用いた後出血予防対策． 

 
ランチョンセミナー： 
1) 竹島史直：当院における GMAの活用と新たな知見． 
 
オーラルセッション： 
1) 南	 ひとみ、磯本	 一、山口直之、卜部繁俊、松島加代子、赤澤祐子、大仁田	 賢、竹島史
直、中尾一彦：食道アカラシアの新たな内視鏡初見“Pinstripe pattern”についての検討． 

2) 卜部繁俊、南	 ひとみ、川崎寛子、庄司寛之、山口直之、大仁田	 賢、磯本	 一、竹島史直、
中尾一彦：当科における食道アカラシアに対する食道筋層切開術(POEM)での手技の工夫． 

3) 荻原久美、磯本	 一、妹尾建正、南	 ひとみ、山口直之、大仁田	 賢、竹島史直、中尾一彦、
七島篤志、國崎真己、日高重和、永安	 武、田中伴典、田畑和宏、橋迫美貴子、二反田隆夫、

木下直江、安倍邦子、福岡順也：上部消化管腫瘍における 5-アミノレブリン酸を用いたレー
ザー光線力学的内視鏡診断の有用性について． 

4) 川崎寛子、卜部繁俊、南	 ひとみ、日高重和、山口直之、大仁田	 賢、磯本	 一、竹島史直、
田畑和宏、中尾一彦：LECS(内視鏡腹腔鏡合同手術)により切除した胃壁原発 calcifying fib
ｒous tumorの一例． 

5) 庄司寛之、山口直之、石居公之、松島加代子、南	 ひとみ、赤澤祐子、塩澤	 健、大仁田	 賢、
磯本	 一、竹島史直、宿輪三郎、中尾一彦：当科における胃噴門部・幽門前庭部 ESD術後狭
窄予防． 

 
第 11回	 酸化ストレスと肝研究会 

2015.2.14-2.15	 坪内 博仁	 福岡	  
一般演題： 
1) 赤澤祐子、時村郁子、中尾一彦：XBP-1阻害剤トヨカマイシンは脂肪酸による肝細胞の脂肪
沈着とアポトーシスを抑制する． 



 
第 47回	 胃病態機能研究会 

2015.2.14-2.15	 藤本 一眞	 東京	  
主題： 
1) 福田浩子、山口直之、松島加代子、南	 ひとみ、赤澤祐子、大仁田	 賢、磯本	 一、竹島史
直、宿輪三郎、中尾一彦：抗血小板薬内服継続下及び抗凝固薬・ヘパリン置換法下 ESDの治
療成績―PGAフェルト+フィブリン糊被覆法を用いた新たな後出血予防対策―． 

 
一般演題： 
1) 橋口慶一、竹島史直、赤澤祐子、松島加代子、南	 ひとみ、山口直之、塩澤	 健、大場一生、
大仁田	 賢、市川辰樹、磯本	 一、中尾一彦：竹の節状変化は抗 TNFa抗体薬治療でも影響
を受けない恒常的なクローン病の胃内視鏡所見である． 

 
第 87回	 日本胃癌学会総会 

2015.3.4-3.6	 二宮 基樹	 広島	  
ワークショップ： 
1) 大仁田	 賢、磯本	 一、南	 ひとみ、山口直之、吉田	 亮、西山	 仁、宿輪三郎、中尾一彦：
早期胃癌に対する ESD後遺残・局所再発病変． 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



2013年度年報掲載業績の追加（学会） 

 
第 68回	 日本消化器外科学会総会 

2013.7.17-7.19	 千々岩 一男	 宮崎 
ミニオーラル： 
1) 伊藤信一郎、金高健悟、三島壯太、 藤田文彦、高槻光寿、黒木	 保、南	 ひとみ、中尾一彦、
江口	 晋．術後狭窄ゼロを目指す、鏡視下食道平滑筋種核出． 

 
第 9回	 腹腔鏡内視鏡合同手術研究会 

2014.3.22	 道田 知樹	 横浜	  
一般演題： 
1) 南	 ひとみ、金高賢梧、伊藤信一郎、山口直之、大仁田	 賢、竹島史直、江口	 晋、中尾一
彦：胸腔鏡・内視鏡合同手術によって切除しえた食道平滑筋腫の一例． 

 
 

2013年度年報掲載業績の追加（論文） 

 
1. Io K, Obata Y, Nishino T, Hirose M, Yamashita H, Uramatsu T, Ichikawa T, Hayashi T, 

Kawakami A, Taguchi T, Kohno S: Tubulointerstitial Nephritis Complicated by Fanconi 
Syndrome and Renal Tubular Acidosis Associated with three autoimmune diseases. Acta 
Med Nagasaki 58(3): 97-102, 2013(IF：数値未掲載) 
 

2. Nanashima A, Isomoto H, Abo T, Nonaka T, Morisaki T, Arai J, Takagi K, Ohnita K, 
Shoji H, Urabe S, Senoo T, Murakami G, Nagayasu T: How to access photodynamic 
therapy for bile duct carcinoma. Ann Transl Med 2(3): 23, 2014(IF：数値未掲載) 

 
3. Oda I, Oyama T, Abe S, Ohnita K, Kosaka T, Hirasawa K, Ishido K, Nakagawa M, 

Takahashi S: Preliminary results of multicenter questionnaire study on long-term 
outcomes of curative endoscopic submucosal dissection for early gastric cancer. Dig 
Endosc 26(2): 214-219, 2014(IF：1.989) 
 


